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教育課程（学校の教育の全体計画）のお話を少々 

校 長 内 村 英 人  

 

 最後の学期である３学期も、はや２週間が過ぎ、本年度の学校生活も残り４０日ほどです。

春の芽吹きに備えて、子どもたちの学びが深まるように努めてまいります。  

 ３学期は、まとめの時期であるとともに、新年度に向けての準備の時期でもあります。先日の

始業式では、本年度の一事徹底事項の一つである「準備」について子どもたちに話をしました。

「家での準備や授業前の準備などをしっかりとすることで、次の準備をする習慣を身に付け、目

標に向けていい準備をする心構えをもってほしい。それは、夢をかなえることや幸せになるため

の大切な力になる。準備をきちんとすることができたら、今年のみなさんは１００点。」と話す

私の方をまっすぐに向き、背筋を伸ばして聞く子どもたちの姿は、とても立派でした。 

 私たち職員も学習のまとめの指導とともに、次年度の教育課程編成を進めています。 

さて、学校のホームページに、ボランティア教育の取組状況を掲載しています。主に紹介し

ているのは高学年の委員会活動です。「他者のために、問題に気付き、考え、実行する」とい

う青少年赤十字活動の精神を培うことも目的の一つとして行っている委員会活動ですが、そ

の様子はあまりご覧になったことがないと思います。この教育活動においても、今は、デジタ

ル技術を使っています。例えば、生活目標の反省や目標達成のためにどのような取組を行えば

よいかといったことについての意見の集約・分析は、ＡＩを活用して行います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 一方、２年生は、「～のために」 

というテーマで、百字作文を鉛筆で 

書きました。一つだけ紹介します。 

 

 

 

 

デジタルであろうが、アナログであろうが、目的は共

通です。学年段階で取組内容は違っても、目指す方向は

同じです。それは、資質・能力の育成です。教育活動が

縦に横に関連し合うことによって、資質・能力を効果的

に伸ばす。そう考えて教育課程を編成します。 
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目標の達成状況をグラフ化！ 

様々な意見を分析してキーワードを抽出 
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